
一

九
世
紀
後
半、

鉱
山
開
発
や
鉄
道
敷
設、

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
な
ど
植
民
地
開
発
に
伴
う
労
働
力
需
要
に
よ
り、

多
く
の
中
国
人

労
働
者
が
海
外
へ
と
わ
た
っ
た。

本
書
は、

こ
う
し
た
海
外
移
民
の
生
と
死
を
支
え
た
中
国
人
社
会
の
仕
組
を、

慈
善
や
医
療
と
い
っ
た
側

面
か
ら
検
討
す
る
も
の
で
あ
る。

本
書
は
以
下
の
よ
う
な
構
成
と
な
っ
て
い
る。

第
二
章

は
じ
め
に

第
一

部

東
華
医
院
と
華
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

第
一

章

香
港
に
お
け
る
近
代
医
療
の
展
開

香
港
東
華
医
院
の
慈
善
活
動

帆
刈
浩
之
『
越
境
す
る
身
体
の
社
会
史
ー
華
僑
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
慈
善
と
医
療
ー

j

（
福
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社
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以
下、

各
章
の
内
容
を
紹
介
す
る。

「
は
じ
め
に
」

で
は
本
書
の
二
つ
の
課
題
が
示
さ
れ
る。

海
外
へ
わ
た
っ
た
中
国
人
労
働
者
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
の
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
の
は
同
郷
組
織
な
ど
の
慈
善
団
体
で
あ
っ
た。

本
書
の
課
題
の
第
一

は、

移
民
の
主
な
出
入
港
の
―

つ
で
あ
っ
た
香
港
に
一

八
七
〇

年
に
設
立
さ
れ、

今
な
お
現
存
し
て
い
る
東
華
医
院
の
諸
活
動
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
視
角
か
ら
検
討
す
る
こ
と
を
通
し
て、

海
外
移
民

を
生
み
出
し
続
け
る
中
国
人
社
会
の
秩
序
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
こ
と
と
さ
れ
る。

ま
た、

移
民
に
と
も
な
い
中
国
伝
統
医
学
も
世
界
各
地

に
広
ま
っ
た。

本
書
の
課
題
の
第
二
と
し
て、

近
代
か
ら
現
代
に
至
る
ア
ジ
ア
社
会
に
お
け
る
中
国
伝
統
医
学
の
展
開
を
と
ら
え
る
こ
と
が

第
一

部
で
は、

主
と
し
て、

東
華
医
院
の
諸
活
動
と
そ
れ
を
支
え
た
広
東
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
相
が
検
討
さ
れ
る。

第
一

章
で
は、
一

九
世
紀
半
ば
か
ら―
-
0
世
紀
初
頭
の
香
港
に
お
け
る
医
療
・

衛
生
事
業
の
展
開
が
示
さ
れ
る。

英
国
は
香
港
を
植
民
地

化
す
る
と
た
だ
ち
に
疫
病
な
ど
の
衛
生
問
題
に
直
面
し
た。

香
港
政
庁
に
よ
る
医
療
・

衛
生
事
業
は
当
初
は
中
国
人
社
会
へ
の
分
離
統
治
を

基
調
と
し
て
い
た
が、
一

八
八
0
年
代
頃
か
ら
変
化
し
た。

当
局
に
よ
る
中
国
人
の
生
活
空
間
へ
の
干
渉
・

管
理
が
強
化
さ
れ
る
一

方、

衛
生

事
業
へ
の
参
与
を
通
し
た
華
人
の
発
言
権
の
拡
大
が
見
ら
れ
た。

ま
た、

本
章
で
は、
一

九
世
紀
後
半
の
西
洋
医
学
内
部
の
変
化
と、

西
洋
人

あ
げ
ら
れ
る。

お
わ
り
に

第
二
章

第
三
章

第
一

章

第
二
部
第
四
章

第
三
章

東
華
医
院
の
海
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

疫
病
流
行
と
中
国
社
会

中
国
医
学
を
め
ぐ
る
「
近
代
化」
の
諸
相

科
学
と
民
族
主
義
の
時
代
己

民
国
初
期
に
お
け
る
中
国
医
学
廃
止
を
め
ぐ
っ
て

中
国
医
学
の
国
際
化
と
現
地
化

香
港
に
お
け
る
中
国
医
学
の
制
度
化

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
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―

二

九

医
師
の
中
国
に
対
す
る
眼
差
し
の
変
化
も
検
討
さ
れ
る。

第
二
章
で
は、

東
華
医
院
の
設
立
経
緯、

組
織
形
態、

慈
善
活
動
の
実
態
が
検
討
さ
れ
る。

東
華
医
院
は
香
港
中
国
人
社
会
の
医
療・

衛
生

問
題
に
対
処
す
る
た
め
の
組
織
と
し
て
一

八
七
0
年
に
設
立
さ
れ
た。

そ
の
運
営
母
体
は、

広
東
人
と
し
て
の
同
郷
結
合
を
原
理
と
す
る
同

業
ギ
ル
ド
の
連
合
体
で
あ
り、

そ
の
意
味
で
東
華
医
院
は
広
東
人
に
よ
る
同
郷
会
館
と
も
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
指
摘
さ
れ
る。

東
華
医

院
は
中
国
人
社
会
に
中
国
伝
統
医
学
に
よ
る
診
療
を
提
供
す
る
以
外
に、

難
民
収
容
・

資
遺
回
籍、

助
葬、

災
害
救
済、

義
学・

託
児
所
・

養

老
院
経
営
な
ど
の
活
動
も
行
っ
て
い
た。

本
章
で
は、

香
港
や
中
国
大
陸
に
お
け
る
災
害
救
済
活
動
か
ら、

東
華
医
院
と
香
港
政
庁、

清
朝

政
府
・

広
東
善
堂
と
の
関
係
が
検
討
さ
れ、

香
港
華
人
の
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
背
景
に
東
華
医
院
が
政
治
力
を
発
揮
し
て
い
っ
た
様
相
が

描
か
れ
る。

東
華
医
院
の
慈
善
活
動
は
海
外
華
人
に
対
し
て
も
行
わ
れ
た。

第
三
章
で
は、

東
華
医
院
に
よ
る
海
外
で
の
慈
善
活
動
の
実
態、

海
外
の

広
東
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
係
が
検
討
さ
れ
る。

海
外
で
客
死
し
た
華
人
の
遺
体
・

遺
骨
を
故
郷
へ
と
移
送
す
る
運
棺
は、

東
華
医
院
の

主
要
な
活
動
の
一
っ
で
あ
っ
た。

本
章
で
は、

東
南
ア
ジ
ア
や
北
米
に
広
が
る
運
棺
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
態
が
解
明
さ
れ
る
ほ
か、

関
東
大

震
災
の
際
の
被
災
華
人
の
救
済
や、

東
南
ア
ジ
ア
華
人
社
会
に
中
国
伝
統
医
療
を
提
供
す
る
華
人
医
院
の
活
動
に
お
い
て
も、

東
華
医
院
を

中
心
と
す
る
広
東
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
る。

海
外
華
人
の
出
稼
ぎ
・

商
業
活
動
で
は、

同
族
・

同
郷
的
紐

帯
は
有
効
な
社
会
資
源
で
あ
り、

移
民
の
生
死
を
含
む
生
活
全
般
の
支
援
に、

同
郷
慈
善
組
織
は
尽
力
し
た。

本
章
で
は
ま
た、

東
華
医
院

の
活
動
を
支
え
た
華
商
の
交
際
活
動
の
分
析
を
通
し
て、

慈
善
と
ビ
ジ
ネ
ス
が
表
裏
一

体
の
関
係
に
あ
っ
た
こ
と、

す
な
わ
ち
運
棺
を
含
む

種
々
の
慈
善
活
動
は、

移
民
の
労
働
力
と
し
て
の
価
値
の
低
減
を
防
止
す
る
た
め
に
工
夫
さ
れ
た
社
会
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ

れ
る。

一

九
世
紀
末
か
ら
二
0
世
紀
初
頭、

疫
病
の
流
行
を
背
景
に
ア
ジ
ア
社
会
に
お
い
て
も
衛
生
行
政
の
制
度
化
が
進
め
ら
れ
た。

第
四
章
で

は、
一

九
世
紀
末、

上
海
で
起
こ
っ
た
四
明
公
所
事
件
の
分
析
を
通
し
て、

租
界
当
局
に
よ
る
公
衆
衛
生
の
要
求
が
結
果
と
し
て
上
海
か
ら

寧
波
へ
の
運
棺
を
促
進
し
た
こ
と、

四
明
公
所
を
中
心
と
し
た
運
棺
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
態
お
よ
び
そ
れ
が
同
族
・

同
郷
的
紐
帯
を
利
用
し

帆
刈
浩
之
て
越
境
す
る
身
体
の
社
会
史
ー
華
僑
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
慈
善
と
医
療
ー
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メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
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た
出
稼
ぎ
経
路
と
一

致
す
る
こ
と
な
ど
が
解
明
さ
れ
る。

香
港
の
東
華
医
院
も、

香
港
政
庁
に
よ
る
衛
生
の
制
度
化
や
中
国
大
陸
か
ら
の
政

治
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
香
港
社
会
へ
の
影
響
の
拡
大
の
中
で、

そ
の
活
動
や
香
港
社
会
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
変
化
さ
せ
た。
一

八
九
四

年
の
ペ
ス
ト
大
流
行
を
契
機
に
西
洋
医
学
を
取
り
入
れ、

清
朝
政
府
や
革
命
派
か
ら
の
影
響
を
皿
避
し、

香
港
社
会
に
お
け
る
自
ら
の
政
治

力
を
慈
善
と
い
う
領
域
に
特
化
す
る
な
ど
の
自
己
変
革
を
行
う
こ
と
で、

東
華
医
院
は
慈
善
を
通
じ
た
華
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
し、

内

外
の
華
人
社
会
の
生
活
支
援
を
続
け
て
い
く
こ
と
と
な
る。

ま
た、

本
章
で
は、

東
華
医
院
に
よ
る
西
洋
医
学
導
人
後
も、

中
国
医
学
は
否

定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く、

依
然
と
し
て
香
港
中
国
人
社
会
の
医
療・

衛
生
事
業
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る。

第
二
部
で
は、

中
国
人
の
海
外
移
住
に
伴
い
各
地
に
広
ま
っ
た
中
国
伝
統
医
学
が、
「
近
代」

に
対
応
し
て
ど
の
よ
う
に
変
容
を
遂
げ
て
き

た
の
か
が
検
討
さ
れ
る。

近
代
期、

西
洋
医
学
の
中
国
へ
の
流
入
・

普
及
に
伴
い
、

中
国
医
学
廃
止
論
が
た
び
た
び
提
起
さ
れ
た。

第
一

章
で
は、
一

九
―
―
一
年、

北

京
政
府
教
育
部
に
よ
り
公
布
さ
れ
た
「
中
華
民
国
教
育
新
法
令」

内
の
医
薬
教
育
分
野
に、

中
医
薬
に
関
す
る
項
且
が
含
ま
れ
な
か
っ
た
こ

と
に
対
し
て、

神
州
医
薬
総
会
な
ど
中
国
医
学
界
が
行
っ
た
抗
議
・

請
願
の
内
容
が
検
討
さ
れ、

当
該
時
期、

中
国
医
学
界
は
西
洋
医
学
や

政
府
へ
の
抗
争
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
「
科
学」

概
念
に
対
応
す
べ
く
自
己
変
革
を
行
お
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
指

摘
さ
れ
る。

こ
の
自
己
変
革
11
「
科
学
化」
・
「
近
代
化」
の
努
力
は
近
代
期
を
通
じ
て
続
け
ら
れ
て
い
く。

第
二
章
お
よ
び
第
三
章
で
は、

大
陸
中
国、
マ
レ
ー
シ
ア
・

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
中
心
と
し
た
東
南
ア
ジ
ア、

香
港
で
の、

戦
後
か
ら
近
年
に

至
る
中
国
医
学
の
展
開
が
検
討
さ
れ
る。

大
陸
中
国
で
は、

共
産
党
政
権
の
下、

中
国
医
学
は
西
洋
医
学
と
並
ん
で
正
規
の
医
療
体
系
と
し

て
と
り
入
れ
ら
れ、
一

九
八
0
年
代
以
降
は、

近
代
科
学
に
よ
る
中
医
薬
の
特
性
の
証
明
と
い
っ
た
「
科
学
化」

や、

各
国
の
中
医
薬
団
体
と

の
交
流
な
ど
の
「
国
際
化」

が
進
め
ら
れ
て
い
る。
一

方、

東
南
ア
ジ
ア
や
香
港
で
は、

中
国
医
学
は
正
規
の
医
療
体
系
に
は
い
れ
ら
れ
ず、

基
本
的
に
は
民
間
で
継
承
さ
れ
て
き
た。

戦
後
か
ら
一

九
七
0
年
代、

大
陸
中
国
と
の
関
係
が
途
絶
え
た
時
期
に
は、

中
医
師
の
現
地
養
成

が
行
わ
れ
「
現
地
化」

も
進
行
し
た。

し
か
し
こ
れ
ら
の
地
域
で
も、
一

九
八
0
年
代
以
降、

伝
統
医
学
の
見
直
し
や
中
医
薬
ビ
ジ
ネ
ス
ヘ
の

関
心
な
ど
を
背
景
に、

政
府
主
導
に
よ
る
中
医
薬
の
制
度
化、

大
陸
を
含
む
中
医
薬
界
の
交
流
の
深
化
と
い
っ
た
国
際
化
が
進
展
し
て
い
る。

二
0
一

六
年
―

二
月

―――1
0
 



あ
る
い
は
価
値
転
換
し
て
ゆ
く
の
か
と
い
っ
た
問
題
に
直
面
し
て
い
る
と
指
摘
す
る。

「
お
わ
り
に」
で
は、
地
縁
組
織
や
中
国
伝
統
医
学
な
ど
の
伝
統
知、
香
港
中
国
人
社
会
の
歴
史
的
個
性
と
し
て
の
越
境
性
お
よ
び
そ
れ
を

支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
に
基
づ
い
て
本
書
の
内
容
が
ま
と
め
ら
れ、

更
に
今
後
の
課
題
と
し
て
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
視

点
か
ら
の
医
療
社
会
史
研
究
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
る。

本
書
は、

著
者
の
学
位
申
請
論
文
に、

そ
の
後
新
た
に
発
表
さ
れ
た
論
考
を
加
え、

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る。
一
九
九
0
年
代
半
ば
か
ら

―1
01
0
年
代
は
じ
め
に
お
よ
ぶ
著
者
の
研
究
成
果
が
網
羅
さ
れ
て
お
り、
非
常
に
内
容
豊
か
で、
論
点
も
多
岐
に
わ
た
る。
華
人・
華
僑
史、

移
民
史
と
し
て
本
書
を
読
む
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
が、

評
者
は
本
書
を、

同
郷
団
体
・
慈
善
組
織
に
着
目
し
た
中
国
社
会
史
研
究
で
あ
る

と
同
時
に、
中
国
伝
統
医
学
に
焦
点
を
あ
て
た
医
療
史
研
究
と
し
て
読
ん
だ。

同
郷
団
体
の
慈
善
活
動
に
着
目
し
た
中
国
社
会
研
究
と
し
て
の
本
書
の
大
き
な
特
徴
は、

国
家
を
相
対
化
し、

民
間
社
会
内
部
の
秩
序
の

あ
り
方
を
追
求
し
た
点
で
あ
る。
中
間
団
体
を
通
し
て
中
国
社
会
を
考
察
す
る
研
究
は、

戦
前
期
か
ら
の
蓄
積
が
あ
り、
一
九
八
0
年
代
に

再
び
関
心
が
集
ま
っ
た
分
野
で
あ
る
が、

そ
の
多
く
は
近
代
国
家
の
基
礎
と
し
て
の
中
間
団
体
や、

国
家
に
対
抗
し
う
る
「
市
民
杜
会」
の

形
成
間
題
な
ど、
国
家
と
の
関
係
を
重
視
（
ニ
ー
三
頁）
す
る
傾
向
が
あ
っ
た。
こ
う
し
た
中
で、
本
書
は、
東
華
医
院
の
諸
活
動
を
通
し
て、

広
東
同
郷
と
い
う
結
合
原
理
を
機
縁
と
し
な
が
ら、
「
個
人
や
団
体、

国
家
な
ど
が
相
互
に
必
要
に
応
じ
て
結
び
つ
く」
社
会
の
か
た
ち
（
三

頁）
を
描
き
出
す。
本
書
を
通
し
て、

国
家
と
い
う
枠
組
み
に
必
ず
し
も
強
く
し
ば
ら
れ
ず
に
動
く
人
々
と、

彼
ら
が
形
成
す
る
社
会
の
あ

り
よ
う
が
鮮
明
に
見
え
て
く
る。
ま
た、

こ
う
し
た
あ
り
よ
う
は、

海
外
移
民
を
多
く
輩
出
し
た
広
東
人
社
会
だ
け
で
な
く、

第
三
章
で
検

討
さ
れ
る
四
明
公
所
の
事
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に、
明
清
期
以
来
の
商
業
の
発
展
に
と
も
な
う
都
市
化
と
国
内
移
住
の
活
性
化
の
中
で
形
成

さ
れ
た
中
国
民
間
社
会
の
生
存
戦
略
と
の
連
続
性
を
も
つ
も
の
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
こ
と
は
意
義
深
い。

こ
れ
を
可
能
に
し
た
の
が、

豊
富
な
史
料
群
と
ユ
ニ
ー
ク
な
手
法
で
あ
る。
本
書
で
は、

東
華
三
院
文
物
館
所
蔵
文
書、

四
明
公
所
碑
文

帆
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拓
本、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
公
文
書
館
や
ウ
ェ
ル
カ
ム
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
所
蔵
資
料
な
ど
の
膨
大
な
史
料
群
に
よ
り、
東
華
医
院
や
四
明
公
所
と
い
っ

た
同
郷
団
体
の
諸
活
動、
近
代
香
港
社
会・
中
国
杜
会
の
様
相
が
実
証
的
に
解
明
さ
れ
る。
と
り
わ
け、
書
簡
史
料
の
分
析
に
よ
り、
民
間
社

会
に
お
け
る
人
々
の
つ
な
が
り
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク）
の
具
体
像
を
あ
ぶ
り
だ
す
手
法
は
本
書
の
中
で
非
常
に
有
効
に
は
た
ら
い
て
お
り、

歴

史
研
究
の
面
白
さ
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た。

ま
た、

死
や
疾
病、

生
き
る
た
め
の
就
労
や
移
動
と
い
う
問
題
を、

身
体
が
経
験
す
る一
連
の
事
象
と
し
て
連
続
的
に
と
ら
え、

描
き
出

し
た
こ
と
も
本
書
の
大
き
な
特
徴
だ
と
い
え
る。
従
来、
こ
れ
ら
の
問
題
は
個
別
に
切
り
取
ら
れ、
疾
病
史
や
そ
の
対
策
と
し
て
の
阪
療
史、

移
民
史
や
人
口
移
動
史
と
い
っ
た
視
角
か
ら
個
々
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た。
こ
う
し
た
中
で、

本
書
は
生
と
死
の
双
方
を
支
え
た

民
間
社
会
の
仕
組
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り、

同
郷
団
体
や
慈
善
組
織
の
活
動
実
態
だ
け
で
な
く、

近
代
期
に
お
け
る
中
国
人
移
民
た
ち
の

生
活
の
あ
り
よ
う
を
も
照
ら
し
出
す。

民
間
社
会
の
重
視
と
い
う
著
者
の
立
場
は、

医
療
史
研
究
と
し
て
の
本
書
の
特
徴
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る。
第
二
部
の
冒
頭
に
お
い
て
指

摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に、

従
来、

近
代
中
国
医
療
史
は
近
代
医
学
の
視
点
か
ら
叙
述
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
（
二
七―一
頁）
。
こ
れ
は、

主

と
し
て、

医
療
や
医
学、

公
衆
衛
生
と
い
っ
た
問
題
を
通
し
て
中
国
社
会
に
お
け
る
近
代
性
の
あ
り
方
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
問
題
意
識
に

よ
る
も
の
で
あ
り、

近
代
医
学
や
公
衆
衛
生
の
国
家
に
よ
る
制
度
化
の
問
題、
こ
れ
ら
の
導
入
に
よ
る
社
会
変
化
な
ど
が、

多
く
の
研
究
者

に
よ
り
検
討
さ
れ
て
き
た。
一
方、
民
間
社
会
を
視
野
に
入
れ
た
場
合、
近
代
期、
人
々
に
と
っ
て
中
国
伝
統
医
学
は
依
然
と
し
て
重
要
な
医

療
技
術
で
あ
っ
た。
本
書
は
こ
う
し
た
側
面
に
着
目
し、

こ
れ
ま
で
近
代
医
学
の
流
入
の
中
で
衰
退
し
て
い
く
も
の
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
中
国
伝
統
医
学
を、

そ
の
自
己
改
革
の
努
力
や
今
日
ま
で
の
継
続
性
を
跡
付
け
な
が
ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
描
き
出
す。
特
に、

中

国
大
陸
だ
け
で
な
く、
東
南
ア
ジ
ア
や
香
港
な
ど
海
外
の
中
国
伝
統
医
学
の
今
日
に
至
る
ま
で
の
展
開
を
跡
付
け
た
点
は
ア
ジ
ア
医
療
社
会

史
研
究
と
し
て
大
き
な
意
義
が
あ
る。
Liping
Bu
 and
 Ka-
che
 Yip
 eds.,
 Pub
lic
 Health
 and
 National
 Recons
truction
 in
 Post
 
,
 War
 Asia
 

(
Routledge,
 20
 I 5
)

の
刊
行
に
見
ら
れ
る
よ
う
に、

近
年、

戦
後
ア
ジ
ア
の
医
療
史
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
る。
こ
う
し
た
中
で、

本
書
が

国
家
医
療
(
State
Me
dicine)
と
い
う
枠
に
必
ず
し
も
包
摂
さ
れ
な
か
っ
た
伝
統
医
療
の
歴
史
的
継
続
性、

重
要
性
を
示
し
た
こ
と
は
大

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
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き
な
意
味
を
も
つ。

以
上
の
よ
う
に、

本
書
は
中
国
社
会
史
研
究
と
し
て
も
医
療
史
研
究
と
し
て
も
非
常
に
有
意
義
な
成
果
で
あ
る
と
い
え
る。
た
だ、

本
書

を
通
読
す
る
中
で
若
干
の
違
和
感
を
覚
え
る
点
も
あ
っ
た。
そ
れ
は
第一
部
と
第
二
部
に
お
け
る
分
析
視
角
の
ギ
ャ
ッ
プ
で
あ
る。
第一
部

に
お
い
て
は、
慈
善
や
医
療
が、
担
い
手
や
そ
の
活
動
だ
け
で
な
く、
受
け
手
を
含
め
総
体
的
に
と
ら
え
ら
れ
る
の
に
対
し、
第
二
部
は
主
と

し
て
医
療
の
担
い
手
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
い
る。
近
代
か
ら
現
代
に
か
け
て、

中
国
伝
統
医
学
・
医
療
が
中
国
大
陸
の
み
な
ら
ず、

海
外

の
華
人
社
会
で
ど
の
よ
う
に
需
要
さ
れ
た
の
か、

多
元
的
な
医
療
資
源
が
あ
る
中
で
人
々
の
医
療
を
め
ぐ
る
選
択
に
は
歴
史
的
変
化
が
あ
っ

た
の
か、

あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば、

そ
れ
は
何
に
甚
づ
く
も
の
な
の
か。
医
療
の
受
け
手
も
含
め
総
体
的
に
身
体
を
め
ぐ
る
事
象
を
考
察
す

る
こ
と
は、
本
書
の
課
題
で
あ
る
と
同
時
に、
医
療
社
会
史
研
究
上
の
課
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う。

ま
た
同
じ
く
研
究
史
上
の
課
題
を
も
う一
点
指
摘
し
た
い。
本
書
第一
章
で
指
摘
さ
れ
た
西
洋
医
学
内
部
の
変
化
が
外
国
人
医
師
の
中
国

社
会
へ
の
眼
差
し
の
変
化
に
つ
な
が
る
と
い
う
議
論
は
非
常
に
興
味
深
く
読
ん
だ。
眼
差
し
の
変
化
は、

実
践
と
し
て
の
医
療
や
公
衆
衛
生

政
策
に
ど
の
よ
う
に
現
れ
た
の
か。
ま
た、

こ
う
し
た
眼
差
し
の
変
化
は
被
植
民
地
エ
リ
ー
ト
層
に
も
共
有
さ
れ
た
の
か。
よ
り
広
範
に
社

会
化
さ
れ
た
の
か。
こ
う
し
た
点
を
念
頭
に、

医
療
・
衛
生
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
身
体
を
め
ぐ
る
様
々
な
事
象
を
検
討
す
る
こ
と
で、

科

学
と
社
会、
医
療◆
衛
生
と
社
会
と
の
関
係
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う。

以
上、

評
者
な
り
の
理
解
に
基
づ
き、

本
書
の
概
要
お
よ
び
そ
の
意
義、

課
題
に
つ
い
て
記
し
た。
評
者
の
力
不
足
に
よ
り
本
書
の
魅
力

を
十
分
に
伝
え
き
れ
て
い
な
い
点
も
あ
ろ
う
が、
本
書
は
「
身
体」
を
切
り
口
に
中
国
社
会
史、
医
療
史、
華
人・
華
僑
史
を
つ
な
ぐ
良
書
で

あ
り、

様
々
な
分
野
の
研
究
者
に
と
っ
て
刺
激
的
な
知
見
が
提
示
さ
れ
て
い
る。
本
書
が
多
く
の
分
野
の
研
究
者
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る。

【
付
記】
本
書
評
は、
一i
o―
六
年―
一
月
に
開
催
さ
れ
た
「
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
会・
第
四
回
若
手
研
究
者
の
集
い」
で
の
報
告
を
も
と
と
し
て
い
る。
当

日
は
著
者
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き、
報
告
に
対
す
る
応
答
を
い
た
だ
い
た。
感
謝
申
し
上
げ
た
い。

帆
刈
浩
之
「
越
境
す
る
身
体
の
社
会
史
ー
華
僑
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
慈
善
と
医
療
ー』
（
福
士）
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